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本
会
議
質
疑

【
議
案
第
63
号
に
つ
い
て
】

問
農
業
委
員
の
定
数
10
人

の
具
体
的
な
配
分
は

答
定
数
10
人
の
内
訳
は
、

認
定
農
業
者
５
人
以

上
、
利
害
関
係
を
持
た
な
い
市

外
の
司
法
書
士
、
行
政
書
士
な

ど
を
１
人
か
ら
２
人
、
女
性
２

人
を
考
え
て
い
ま
す
。

問
推
薦
依
頼
の
方
法
は

答
市
内
の
地
区
バ
ラ
ン
ス

を
考
慮
す
る
必
要
が
あ

り
、
各
地
区
や
土
地
改
良
区
な

ど
に
説
明
と
相
談
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

【
議
案
第
64
号
に
つ
い
て
】

問
農
地
利
用
最
適
化
推
進

委
員
21
人
の
担
当
区
域

配
分
は

答
現
在
、浜
岡
地
区
15
人
、

御
前
崎
地
区
６
人
と
考

え
て
い
ま
す
。

問
推
薦
依
頼
の

方
法
は

答
大
井
川
右
岸

土
地
改
良

区
、
牧
之
原
畑
総
土

地
改
良
区
、
Ｊ
Ａ
遠

州
夢
咲
、
Ｊ
Ａ
ハ
イ

ナ
ン
に
推
薦
を
依
頼

す
る
予
定
で
す
。
農

業
委
員
同
様
、
市
内

の
地
区
バ
ラ
ン
ス
を

考
慮
す
る
必
要
が
あ

り
、
各
地
区
な
ど
に

相
談
を
し
、
事
務
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

【
議
案
第
65
号
に
つ
い
て
】

問
農
業
委
員
及
び
農
地
利

用
最
適
化
推
進
委
員
の

報
酬
額
決
定
の
算
出
根
拠
は

答
新
農
業
委
員
は
、
農
地

の
権
利
移
動
や
農
地
転

用
の
許
可
に
係
る
審
議
な
ど
、

農
地
法
な
ど
の
法
令
業
務
が
主

な
業
務
と
な
り
ま
す
。
28
年
度

に
県
か
ら
農
地
法
第
４
条
、
第

５
条
な
ど
の
権
限
移
譲
を
受
け

る
こ
と
に
よ
り
、
よ
り
一
層
適

正
な
審
議
が
求
め
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、
旧
農
業
委
員
と
同
額
の

年
額
15
万
円
と
し
ま
し
た
。

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

は
、
旧
農
業
委
員
が
こ
れ
ま
で

行
っ
て
き
た
担
当
区
域
内
で
の

活
動
の
ほ
か
に
農
作
物
の
作
付

調
査
や
耕
作
放
棄
地
の
発
生
・

解
消
状
況
調
査
も
併
せ
て
受
け

持
つ
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、

新
農
業
委
員
の
報
酬
額
に
加
味

し
て
年
額
18
万
円
と
し
ま
し

た
。

後
藤
憲
志

一
般
会
計
予
算
決
算
審
査
特
別
委
員
会

平
成
27
年
12
月
14
日
に
委
員
会
を
開
催
し
、
付
託
さ
れ
た
議
案

に
つ
い
て
審
議
を
し
ま
し
た
。

内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

平
成
27
年
度
御
前
崎
市
一
般
会
計
予
算
の
補
正
（
第
３
号
）
に
つ

い
て問

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
つ
い
て
、
高
齢
者
や
一
人
住
ま
い

の
方
が
理
解
で
き
な
く
て
困
っ
て
い
る
。要
望
を
す
れ
ば
、

公
民
館
な
ど
で
説
明
会
を
開
い
て
も
ら
え
る
の
か

答
市
役
所
へ
の
問
い
合
わ
せ

も
多
数
あ
り
、
担
当
は
多

忙
を
極
め
て
い
る
状
況
で
す
。ま
た
、

制
度
の
内
容
を
理
解
し
て
い
た
だ

く
の
が
難
し
く
、
窓
口
で
の
説
明
に

も
多
く
の
時
間
が
か
か
っ
て
い
る
状

況
で
す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
つ

い
て
の
基
礎
的
な
話
を
す
る
機
会

を
各
団
体
や
各
事
業
所
に
お
願
い

し
て
広
報
活
動
を
で
き
る
範
囲
で

実
施
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

委
員
会
報
告

平
成
27
年
12
月
15
日
に
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

１　

26
年
度
施
策
評
価
結
果
に
つ
い
て

第
１
次
御
前
崎
市
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
は
、
計
画
を
着
実

に
実
行
す
る
た
め
に
目
的
を
明
確
に
し
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
に

よ
り
実
施
し
て
い
ま
す
。
施
策
評
価
シ
ー
ト
は
総
合
計
画
の
基
本

目
標
の
達
成
、
実
現
す
る
た
め
の
ツ
ー
ル
と
し
て
有
効
活
用
し
て

い
ま
す
が
、
目
標
達
成
が
現
実
的
に
困
難
な
も
の
も
あ
り
ま
し
た
。

第
２
次
総
合
計
画
で
は
、
現
況
の
変
化
に
合
わ
せ
た
見
直
し
を

か
け
た
り
、
市
民
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
指
標
を
定
め
る
な
ど
、
目
指

す
施
策
に
合
致
し
た
制
度
に
改
善
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

２　

第
２
次
御
前
崎
市
総
合
計
画
基
本
計
画
（
案
）
に
つ
い
て

基
本
計
画
案
は
、
９
月
定
例
会
で
の
基
本
構
想
の
議
決
後
、
副

市
長
・
教
育
長
・
部
長
ら
で
組
織
す
る
策
定
委
員
会
を
３
回
開
催
し
、

内
容
を
ま
と
め
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
市
民
団
体
の
代
表
ら
で
組
織

す
る
総
合
計
画
審
議
会
で
い
た
だ
い
た
意
見
を
反
映
さ
せ
た
基
本

計
画
案
を
現
在
、
策

定
中
で
す
。

今
後
、
総
合
計
画

審
議
会
か
ら
の
答
申

を
い
た
だ
い
た
後
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
を
約
１
カ
月
か
け

て
、
市
民
の
皆
様
の

意
見
な
ど
を
求
め
、

最
終
的
に
策
定
委

員
会
で
内
容
を
固
め

て
、
年
度
内
に
決
定

し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。 総

合
開
発
計
画
策
定
特
別
委
員
会

【
議
案
第
63
号
に
つ
い
て
】

問
農
業
委
員
会
の
主
な
役

割
と
し
て
、
28
年
度
か

ら
市
は
県
よ
り
農
地
法
第
4
条

の
許
可
権
限
の
委
譲
を
受
け
、

そ
の
事
務
を
農
業
委
員
会
に
委

任
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
申
請

に
対
し
て
権
限
の
上
限
面
積
は

ど
の
く
ら
い
か

答
県
知
事
か
ら
権
限
移
譲

を
受
け
て
市
が
許
可
を

任
さ
れ
る
面
積
は
、
２
ヘ
ク

タ
ー
ル
未
満
で
す
。

【
議
案
第
64
号
に
つ
い
て
】

問
農
地
利
用
最
適
化
推
進

委
員
は
、
浜
岡
地
区
が

15
人
、
御
前
崎
地
区
が
６
人
と

い
う
案
が
出
さ
れ
て
い
る
が
、

百
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
た
り
一
人
と

い
う
基
準
に
当
て
は
め
る
と
基

準
を
満
た
し
て
い
な
い
の
で
は

答
百
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
た
り

一
人
と
い
う
の
は
、
農

地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の
定

数
を
決
め
る
基
準
で
す
。
御
前

崎
地
区
は
農
地
が
点
在
し
て
お

り
、
浜
岡
地
区
の
よ
う
に
農
地

が
ま
と
ま
っ
て
い
な
い
た
め
、

状
況
調
査
や
現
地
調
査
を
行
う

場
合
に
農
地
利
用
最
適
化
推
進

委
員
一
人
の
負
担
が
多
く
な
る

こ
と
を
想
定
し
、
御
前
崎
地
区

を
６
人
に
し
ま
し
た
。

【
議
案
第
72
号
に
つ
い
て
】

問
国
民
健
康
保
険
の
健
康

事
業
に
お
け
る
デ
ー
タ

ヘ
ル
ス
計
画
は
い
つ
か
ら
実
施

し
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
変

わ
る
の
か

答
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
と

は
デ
ー
タ
分
析
に
基
づ

く
健
康
保
険
事
業
で
、
す
べ
て

の
保
険
者
に
対
し
て
作
成
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
医
療
費
分

析
、
レ
セ
プ
ト
（
診
療
報
酬
請

求
明
細
書
）
分
析
、
特
定
検
診

の
分
析
を
行
い
、
市
の
健
康
課

題
を
明
確
に
す
る
こ
と
で
す
。

平
成
28
年
３
月
ま
で
に
計
画
策

定
予
定
で
準
備
を
進
め
て
い
ま

す
。

問
レ
セ
プ
ト
分
析
に
よ
る

と
、
当
市
で
一
番
多
い

病
気
は
何
か

答
循
環
器
系
の
疾
患
、
高

血
圧
に
関
す
る
疾
患
が

約
18
％
、新
生
物
、が
ん
が
17
％
、

糖
尿
病
が
７
％
、
生
活
習
慣
病

が
50
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

【
議
案
第
73
号
に
つ
い
て
】

問
下
水
道
事
業
で
は
、
流

入
下
水
量
が
減
少
傾
向

に
あ
る
と
の
こ
と
だ
が
、
委
託

料
も
減
額
措
置
を
講
じ
る
の
か

答
年
間
処
理
水
量
は
年
々

減
少
し
て
お
り
ま
す
。

25
年
度
か
ら
の
委
託
は
年
間

１
２
６
万
８
千
ト
ン
で
計
算

し
て
い
た
が
、
28
年
度
か
ら

１
２
５
万
ト
ン
で
計
算
す
る
予

定
で
す
。
ま
た
、
電
気
料
の
変

動
分
は
、
増
減
に
応
じ
て
契
約

内
容
を
変
更
す
る
予
定
で
す
。

問
業
務
量
の
減
少
に
よ
り

人
件
費
が
減
っ
た
場

合
、
電
気
料
の
よ
う
に
ス
ラ
イ

ド
制
を
適
用
し
な
い
の
か

答
委
託
料
は
人
件
費
が
主

で
、
３
人
が
常
駐
し
て

い
ま
す
。
水
量
の
増
減
に
か
か

わ
ら
ず
現
場
に
い
ま
す
の
で
、

契
約
変
更
の
対
象
に
は
な
り
ま

せ
ん
。

委
員
会
質
疑

総
務
経
済
委
員
会

文
教
厚
生
委
員
会

平
成
27
年
12
月
16
日
に
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

議
会
改
革
に
つ
い
て

議
会
基
本
条
例
の
制
定
に
向
け
、
調
査
研
究
を
進
め
て
き
ま
し

た
。
市
民
に
開
か
れ
た
議
会
、信
頼
さ
れ
る
議
会
の
実
現
に
向
け
、

議
会
の
在
り
方
、
議
員
活
動
の
在
り
方
、
ま
た
、
政
治
倫
理
な
ど

条
文
の
内
容
を
協
議
し
て
き
ま
し
た
が
、
全
員
の
賛
同
を
得
て
、

2
月
議
会
定
例
会
に
お
い
て
条
例
を
制
定
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。

議
会
改
革
特
別
委
員
会

総合計画審議会

農業委員及び農地利用最適化推進委員の仕事内容

農　業　委　員 農地利用最適化推進委員
●定例農業委員会（月１回）及
び随時開催の会議・研修会
等への出席
●農地の権利移動、農地転用
等にかかる許認可
●農地の利用の最適化（耕作
放棄地の発生抑制・解消等）
に向けての調整

●定例農業委員会（月１回）及
び随時開催の会議・研修会
等への出席
●農地法に基づく申請案件に
対する現地調査（農業委員
と連携）
●農地の利用状況調査
●農地の利用の最適化（遊休
農地の解消、違反転用防止
等）のための活動

マイナンバー制度について

Q　マイナンバー（個人番号）は
　どんな場面で必要になるの？

○年金を受給しようとするとき（年金事務所に提示）
○健康保険を受給しようとするとき（健康保険組合に提示）
○毎年６月に児童手当の現況届を出すとき（市町村に提示）
○所得税及び復興特別所得税の確定申告をするとき（税務署に提示）
○税や社会保障の手続き（勤務先や金融機関に提示）　　　　　　など

Q　個人番号カードは必ず
　申請しないといけないの？

申請は任意ですが、個人番号は生涯に
わたって使う重要な番号です。	
通知カードを紛失しないよう大切に保
管しましょう。


